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はじめに

　病棟内保育のニーズは高まってきているものの，保母

の導入はなかなか進められない現状である．しかし，入

院を余儀なくされた子ども達の発達保障や生活援助，そ

して，心のケアーという点からは保母の導入による療養

環境の充実は必要不可決と考えられる．

　病棟への保母導入の実現を目指してこれまで我々は，

全国調査を実施し病棟内保育の現状を把握すると共に，

次いで保母の実際の職務内容や存在意義についても検討

を進めてきた．このような中で保母職の位置づけの曖昧

さや仕事内容の多様さが明らかになり，保母と看護婦の

職務分担をはじめとする関係調整の必要性が理解された．

　看護婦と保母の協力関係については中村ら（1996），

帆足の提唱する看護と保育の共通領域である保育看護の

中で，それぞれの役割が果たせるような業務分担と役割

補完にっいての共通理解や協力体制の樹立が必要である

と報告している．また，栗田らは（1996），患児への共

通の視点に立った援助が提供できるように，お互いの専

門性を尊重し積極的な連携をとっていく必要があると指

摘している．これらの報告からも，相互理解と職種の専

門性に基づく役割の確立をはかることが看護婦と保母の

協力関係をすすめることであり，ひいては病棟内保育の

充実をはかることになると期待できる．そのためには，

まず看護婦と保母の両者がとらえる保母の役割や存在意

義について明確にすることが求められよう．そして，そ

れぞれのとらえ方を理解したうえで，専門職としての保

母の位置づけと共通理解に基づいた協力関係を推進して

いくことが必要であろう．

　そこで本報ではこの実現に向け，保母と看護婦に対す

るアンケート調査をもとに，保母の役割と存在意義に関

する両者の理解を比較検討することにした．それぞれの

とらえ方の違いを知ることが役割分担や相互理解を円滑

に進めることになると考えられる．

　＊小児医学第1研究室

＊＊保育学研究室

方　　法

　病棟保母のいる病院に調査票を送付し，保母並びに看

護婦に対して調査を依頼し回答を求めた．調査票の中よ

り今回は看護婦と保母の共通項目を抽出しH鮫検討した．

　共通調査項目は下記の通りである．

　　1．保母の役割

　　2．病棟保母として大切なこと

　　3．保母のかかわりによる子どもの変化

　　4．保母と看護婦・医師とのチームワーク

　保母に対する調査は1995年1月，看護婦に対する調査

は1996年3月に実施した．

　有効回答数は保母117（回収率64．3％），看護婦183

（回収率76．3％）であった．
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調査結果

1．保母の役割

　保母の役割を，子ども，

りでとらえたものが表1である．

は多岐にわたっている．

　子どもに対しては，

多い点は共通している．また，
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母親，看護婦，医師との関わ

　　　関わる対象により役割

　　　　　　　　　　保母も看護婦も共に母親的役割が

　　　　　　　　　　　　　　母親に対しては，両者共

保母は子どもの援助者であると共に母親の援助者として

の役割が求められていると理解している．ただし，保母

の方が子どものための存在という点を強調している．さ

らに，看護婦や医師との関係から役割りをとらえてみる

と，保母と看護婦の間には違いがうかがえる．っまり，

保母は看護婦に比べて自分の役割を子どもの援助者とし

て位置づけていることが多い．また，看護婦の回答に役

割の多様化が認められる点も特徴的である．ただし，全

体的な傾向として看護婦の回答に無記入が多い点は注目

する必要があろう．子どもとの関わりでは7．5％，母親

との関わりでは10．1％，看護婦との関わりでは10．2％，

表1　保母の役割（上位5位） ％

医師との関わりではことに多く25．7％であった．

対象　　保　　母 看護婦
　　母親・他

子　母親

ど　児の安定

も　遊び相手

　　世話をする

27．4母親

24．8　母親・他

15．4専門家

15．4安心する人

10．3相談相手

32．6

26．1

8．0

17．5

8．0

2．保母として大切なこと

　保母として大切なことを表2に示した．全体的な傾向

として保育者の資質を多くあげている点は共通している。

しかし，保母は次いで，子どもとの関わり，看護婦は保

育を大切なこととしてとらえている点は傾向を異にして

いる．また，保母に比べて看護婦の方に回答の集中化が

認められることは注目すべきであろう．

　また，2位に注目すると，保母の回答は保育者の資質

から病児理解まで同程度の割合で分散しているのに対し，

看護婦では保育者の資質と保育に回答が集中している．

　さらに，わずかではあるが保母の回答に家族支援があ

げられている点は特徴的である．

　ただし，無記入が看護婦の回答に多いことは考慮する

必要があろう．

　次いで，大切なことにあげられていた具体的な記述内

容を整理したものが表3である、

　保母も看護婦もやさしさ，愛情を上位にあげているが，

看護婦の方にその割合が多い．一方，それぞれに特徴的

な内容も認められ，保母が上位にあげているものに信頼

関係・安全・コミュニケーションなどがあり，看護婦が

上位にあげているものに厳しさ・保育・しっけがある．

これらから，保母は子どもとの関わりの基本的な姿勢に

注目し，看護婦は保育の教育的側面に注目しているとい

えよう．

　　世話をする

母相談相手

　　児の相手

親　母の代わり

　　児の支え

36．8相談相手

36．8安心できる

6．8話やすい

5．1母の代わり

4．3情報源

36．5

17．4

11．2

9．6

4．5

　　協力者

看　児の援助者

護　便利な人

婦　専門家

　　児とのパイプ

33．3協力者

28．2　チームの一員

13．7　相談相手

9。4　パートナー

5．1児の相手

16．4

15．3

7．9

6．2

2．9

　　児の援助

医治療の助け

　　児の様子伝達

師　児の精神援助

　　専門家

28．2　情報提供

17．9　チームの一員

15．4児の心理援助

12．0児を良く知る

10．3　専門家

14．0

9．0

8．0

5．1

4．5

3．保母の関わりによる子供の変化

　保母の関わりによる子ども達の変化を5段階で評定し，

領域ごとの平均点を算出し保育効果としてとらえたもの

が表4である．

　いずれの側面も保母の評定の方が高く，保母の方がか

かわりによる保育効果が高いと考えている．領域ごとの

特徴を見ると，保育への参加や情緒の安定については評

定の差はなく，しかも，保母・看護婦ともに関わりの効

果を認めている．反面，保母への要求（自己主張・甘え

が強くなる）及び他の幼児との関係や社会復帰にっいて

は保母と看護婦の評定差は大きい．ことに治療意欲にっ

いては看護婦の評定は最も低く，保母の関わりによる効

果はあまり期待できないとしている．
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表2　保母として大切なこと

分類項目

　　　　1　位

保　母　　　　看護婦

N　　　％　　　N　　　％

2

　
母
％

保

N

位

　看護婦

N　　％

3

　
母
％

保

N

位

　看護婦

N　　％

保育者の資質

児との関わり

保　　　　　育

病児の理解
家　族　支　援

そ　　の　　他

無　　記　　入

Q
り
8
Q
り
に
U
1
0
1

F
◎
9
臼
1
1

45．3

23．9

16．2

12．8

0．9

0．9

105

21

24

16

　0

　0

17

57，4

11．5

13．1

8．7

9．3

8
4
Q
》
0
り
9
自
9
自
0
0

9
臼
9
白
り
自
9
御

23．9

20．5

24．8

24．8

1．7

1．7

2．6

に
U
ハ
0
7
4
0
¶
1
0

【
0
つ
⊥
ρ
0
9
臼
　
　
　
9
白

30．1

8．7

36．6

13．1

0．5

10．9

23　　　　19．7　　　39　　　21．3

20　　　17．1　　　11　　　　6．0

35　　　　30．0　　　　76　　　　41．5

20　　　　17．1　　　25　　　　13．7

65．110．5
5　　　　4．3　　　　2　　　　1．1

8　　　　　6．9　　　　29　　　　15．9

合 計 117　　　100．0　　　183　　　100．0　　　117　　　100．0　　　183　　　100．0　　　117　　　100．0　　’篤合　　　100．0

表3　大切なことの内容（上位10項目）

保 母 ％　　看　護　婦　　％

やさしさ・愛情

笑顔

信頼関係

子ども理解

安全・平等

病識

コミュニケーション

児の視点・精神的支え

スキンシップ・しっけ

保育内容

21．3　やさしさ

18．8愛情

13．7厳しさ

12．8笑顔

12．4病識

11．1保育

10．3　しっけ

8．5　おもいやり

7．7　公平

6．8子ども理解

36．1

30．6

19．7

13．7

12．0

10．9

10．4

9．3

8．7

8．2

　　　　　　　　　　　　　一保母　　……看護婦
4．6

4．4

4．2

4

3．8

3，6

34
3．2

　3

2．8

26
　情緒安定保母要求家族依存保育参力9児の関係治療意欲社会衡畠

　　　　　　図1　保母の関わりの効果

考　　察

　保母の役割の多様性は保母・看護婦共に認められる．

特に役割の理解が異なる点に焦点をあててとらえてみる

と，保母は子どもとの関係を中心に役割をとらえている

ことが多く，常に保育の主体が子どもであることを意識

した役割の理解をしているようである．一方，看護婦の

方は医師や看護婦の職務に視点をおいた役割の理解をし

ている傾向が強く，看護や医療に対する援助も保母の役

割としてとらえているようである．保母の役割をとらえ

る時，両者のこのような理解の違いに注目する必要があ

ろう．病棟は本来的には医療の場であることを自覚する

必要はあるが，保育的視点からは病棟は生活の場でもあ

る．、病棟内での成長・発達を保障し子どもの生活を援助

することが保母の主たる職務である．この点をふまえた

保母職の適正な役割の確立が望まれる．保母は本来的に

は子どものための存在であるといった位置づけを確認す

ると共に，保育を主とする職務にっいての理解を看護婦

に求めていく必要があろう．しかし，現段階では保母と

看護婦の職務内容は明確に区分されておらず（呉1995），

保母の位置づけや職務内容が不明確であることも両者の

理解の違いを生じさせた一因と考えられる．早い時期に

保母の位置づけと専門性に基づく職務内容を明確にして

いく必要性が看取される．さらに，看護婦の回答に無記

入が多いことも，存在そのものが曖昧であるといった現

状が反映されているのではないかと推察できる．

　また，保育者として大切なことにっいてみると，両者

とも保育者としての資質を強調し，次いで保育をあげて

いる点では共通理解がはかられている．ただし，看護婦

のほうが保育を強調する傾向が強い．関わりで大切なこ

との具体的内容の上位項目にもこの傾向は反映されてい

る．これらを関連づけて考えると，看護婦は保育の効果
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を期待した保母の活動に注目し，保母職の教育的側面に

重点をおいた子どもへのかかわりを求めていることがう

かがえる．子どもと保母の良好な関係づくりの基礎であ

る資質には注目しながら，指導的な立場で子どもとかか

わることを求めているといえよう．他方，保母のとらえ

方に注目すると，保育者の資質と共に保育に関わる諸要

因に注目している点は見逃せない．保育はかかわりを中

心に展開する活動であり，この点からはかかわる対象の

理解が前提になる．従って，子どもの身体状況の把握は

不可欠の事柄となろう．病気の子どもたちであるという

特徴をふまえて環境を整え，保育をとうして豊かな経験

をもたせるための個々に応じた保育的配慮を行う必要が

あろう．その為にも病児理解は大切なこととして上位に

とらえられているのではないかと推察される．また，退

院後の集団生活や社会適応を考えれば，社会復帰にむけ

て病棟内での子ども同士の関わりも見逃せない側面とし

でとらえているのであろう．これらのことより，保母は

看護婦に比べて子どもの生活全体を視野に入れて全面的

な発達といった視点で子どもとの関わりをとらえている

ことがうかがえる．さらに，大切なことの具体的内容に

着目すると両者の違いが明確に理解できる．保育は関わ

りのなかで展開するものであることに着目し，子どもと

の関わりの基本姿勢を強調している点が保母に多く，一

方，看護婦ではきびしさや保育，しっけといった項目が

あげられ，教育的な面を強調している点が一層特徴的に

あらわれている．このように大切なことの中には保母と

看護婦の意識の違いが如実に反映されている．看護を主

たる業務とする看護婦と，保育を本来的な業務とする保

母といった立場の違いはあるものの，それぞれのとらえ

方に注意を払いながら，保育者の資質の重要性について

の共通理解をもとに相互理解を進めていくことは十分可

能であろう．さらに，わずかではあるが，保母の回答に

家族支援があげられていることにも注目する必要があろ

う．看護婦の回答では3位にのみあげられている。この

点からは，保育のとらえ方の違いがうかがえる．っまり，

保母は子どもの周辺領域も含めて保育に取り組んでいる

ことがうかがえる。また，子どもの精神的安定をはかる

間接的援助として，家族支援をとらえていると理解でき

る．家族との分離は子どもに不安感をもたせるが，家族

もまた同様である．家族のこのような気持ちを受けとあ，

支えることも必要であろう．入院中の生活を始め，病気

に関すること以外にも保母がサポートできることは多々

あり，家族の身近な相談相手として機能することも大切

なこととしてとらえているのであろう．保母の方が日常

的に家族と接する機会が多いことも家族に対する支援の

必要性をとらえる一因と推察できる．

　さらに，保母の関わりによる変化の評定差について

は，保母の自己評定と看護婦による他者評定による比較

であることを考慮する必要があるが，評定の違いを引き

起こす一因として，両者の子どもとの接触場面や接触時

間の違いが影響していると考えられる．保母は日常的に

生活全般にわたって子どもと関わっており，子どもの生

活実態を把握しているが，看護婦は看護業務を主とする

ため特定場面における子どもの理解であり，子どもとの

接触経験も保母に比べて少ないことが評定に影響してい

ると考えられる．

　評定差の大きい領域に注目すると，保母への要求や他

の子どもとの関わりといった子どもの日常的な生活実態

をとらえたものであり，このことからも子どもとの接触

の影響がうかがえる．また，社会復帰にっいては，退院

後の社会適応をとらえて関わる保母の視点と，病気の治

癒を第一義にとらえる看護婦の視点の違いがうかがえる．

さらに，治療への意欲にっいては看護といった意味あい

を強く含む領域であり，保育は二次的な関わりでしかな

く，直接的な効果は期待しにくい領域なのであろう．し

かし，保育への参加や情緒の安定といった，保育や子ど

もにっいての直接的な関わりに伴う領域については，保

母と看護婦の評定差は少なく，共に専門性をとらえた関

わりの効果を評価しているといえよう．

まとめ

　看護的な関わりと，保育的な関わりといった立場の違

いによる差が様々な側面に認められるが，子どもとの情

緒的・受容的な関係を基本に保育的な関係を構築してい

く必要性は看護婦も保母と同様にとらえているといえよ

う．この共通理解をもとに看護婦の保育参加や両者間の

コミュニケーションを活発にしながら相互理解を一層進

めていくことが求められる．保母はさまざまな役割を果

たす中で子どもとの親密な関わりを基盤として保育を展

開しており，看護婦は保母に保育以外のさまざまな役割

を求めながらも保育の充実も期待している．このような

中でそれぞれの立場を尊重しながら，保母には医療の場

といった点に配慮した保育のあり方の検討が，看護婦に

対しては子どものための存在としての保母の位置づけと，
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発達保障といった保母本来の職務にっいての理解をはか

ることが今後の病棟内保育の充実をはかっていくことに

なろう．保母の専門性に基づく職務内容についての理解

を深め，協力関係を維持していくことが，ひいては入院

児の生活を向上させることになる．保母と看護婦の本来

的な職務の遂行による相互支援関係を確立するためにも，

保育の担い手である保母の存在意義と役割を明確にする

ことは意義深い．

　今回保母と看護婦の比較をとうして，共通理解がもた

れている側面と，理解が異なる側面を理解することがで

きた．そして共通理解がはかられている側面を基盤に看

護と保育といった本来の職務の違いをふまえ，連携をは

かる方向性が示唆された．今後は分担がスムーズにはか

れるようにコミュニケーションの場や方法をいかに設定

していくかが課題となろう．保育も看護もその主体は子

どもである．子どもにとって居心地の良い状態を提供で

きるように関わる大人は援助することが必要である．そ

のためには，看護婦との関係調整を優先させながら子ど

もに関わる病棟のスタッフ全体に発達保障とこころのケ

アーを職務とする保母の存在及び役割にっいての理解を

求めていく必要があろう．
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